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–伊作小ブログでは，学校の様子がさらにたくさんご覧いただけます— 児童数 ２３６名 ℡ 099-296-2021

先 生 も 勉 強 ！

夏休みから 10 月にか
けて，伊作小の教職員
も講師を招いて，多く
の研修を行いました。
子どもたちの教育に

生かせるよう頑張って
います。
・ 携帯(ｽﾏﾎ)の現状，トラブル防止

ＮＰＯ法人ネットポリス鹿児島 戸髙成人 氏
・ 特別支援教育の事例研修

スクールカウンセラー 瀬戸口悦子 氏
・ 人権同和教育の充実

県人権同和対策課 前田隆幸 氏
・ 薬物乱用防止（危険ドラッグ）

伊集院保健所 橋口雅和 氏

携帯電話・インターネットの使い方は大丈夫？

子どもたちに携帯電話(スマートフォン)やインターネット
の所持・利用について，アンケートをとりました。（回答抜粋）
保護者向けに，追加で詳細アンケートも実施中です。

＜所持者への質問＞
自分専用携帯にフィルタリング未設定 … ６４％
自分専用パソコンにフィルタリング未設定 … ８６％

携帯利用に家庭内ルールあり … ４４％

＜全児童への質問＞ 一番利用していることは？
ゲーム … ８２人
音楽・動画・画像の閲覧 … ４３人
学習活動 … １６人

トラブルの第一位 … 迷惑メール

一歩間違うと，重大な事件につながることも！
携帯(スマホ)を与える・ネット利用をさせる責任を考えましょう？

全保護者対象に携帯・スマホ研修会を開催します。

11月７日(金)14：20～ 体育館にて

「拡大学校保健委員会」多くのご参加をお願いします。

い ざ く

思 い 出 の 修 学 旅 行

１０月１日・２日に６年生が熊本・山鹿・人吉で多くの学
習をし，思い出を作りました。熊本城，熊本市内の自主研修，
古墳群，人吉急流川下り…。伊作小らしい充実した内容で，
また一つ学校のリーダーとしての自覚と結束ができました。

Ｐ Ｔ Ａ
研修視察

10 月９日(木)
に，31 名で，喜
入石油備蓄基地や
釜蓋神社など，南
薩地域を視察しま
した。和気あいあ
いながらＰＴＡも
勉強の秋でした。

子
ど
も
た
ち
こ
そ
「
伊
作
ブ
ラ
ン
ド
」
！

校
長

野
間
芳
人

「
よ
く
な
い
行
動
が
あ
る
た
び
に
、
子
ど
も
た
ち
と
真
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
『
今
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
』
に
つ
い
て
真
剣
に

話
を
し
て
い
ま
す
。
」

こ
れ
は
、
家
庭
に
向
け
た
低
学
年
の
週
報
の
中
で
指
導
の
様
子
を

紹
介
し
た
言
葉
で
す
。
冒
頭
で
は
、
二
学
期
に
な
っ
て
、
元
気
な
あ

い
さ
つ
が
響
き
合
い
、
約
束
し
た
朝
の
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
宿
題
や
用
具
の
忘
れ
も
減
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
家
庭
の
見
届
け
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
つ
つ
も
、

さ
ら
な
る
成
長
を
願
う
担
任
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
で
す
。

教
師
な
ら
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
言

葉
に
、
家
庭
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
期
し
て

今
必
要
な
指
導
に
努
め
よ
う
と
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

校
長
と
し
て
頼
も
し
く
、
そ
し
て
う
れ
し
く
感
じ
る
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
十
五
日
は
、
市
内
の
五
、
六
年
約
千
人
が
伊
集
院
総
合
運

動
公
園
に
集
い
、
陸
上
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
校

は
個
人
十
種
目
、
団
体
五
種
目
で
六
位
入
賞
を
果
た
し
、
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
部
席
に
い
た
私
は
、
子
ど

も
た
ち
の
入
賞
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
感
動
を
覚
え
、
う
れ
し
く
さ

せ
て
く
れ
る
子
ど
も
の
姿
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
順
位
は
と
も
か

く
、
精
一
杯
競
技
す
る
子
ど
も
の
姿
、
あ
き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
姿
で
し
た
。
正
に
、
自
分
の
記
録
を
更
新
す
る
と
い
う
記

録
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
一
日
か
ら
教
育
県
民
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

次
代
を
担
う
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
成
長
を
期
し
て
熱
く
取
り

組
む
教
師
の
姿
を
ご
覧
に
な
り
、
本
校
な
ら
で
は
の
「
伊
作
ブ
ラ
ン

ド
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
幸
い
で
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

楽しかった修学旅行（感謝の帰校式）

校長余談「実りの秋（柿ちぎり）」
久しぶりに甘柿をちぎった。
昔，実家の柿は渋柿だった。

小学生の私は，身軽で木登りし
たり，高いところは先を割いた
竹竿で枝を挟み，折ったりして
ちぎった。母は，渋抜きのため，
芋づると煮込んで柿をあおした。
熟した柿が大好物だった。竹

竿だと落とすので，登ってとっ
た。祖母の口癖は，「柿の木は折
れやすいから気を付けろ」，「鳥
にも少しは残しておけ」だった。
今時は，柿ちぎりをする子ど

もを見かけなくなった。今回，
迷惑承知で甘柿をお裾分けした。


